
 

◎創世記３１章を振り返りましょう 

 

 

 

◎創世記３２章１―５を読みましょう 

１．２０年ぶりに故郷に帰るヤコブの気持ちはどんなだったでしょう（27:14参照）。 

 

２．「神の使いたち」がヤコブに現れたのは何を表わしていますか（28:12参照）。 

 

３．ヤコブが兄のエサウのもとに、「前もって使いを送った」のはなぜですか。 

 

 

◎創世記３２章６―２１を読みましょう 

４．エサウのもとから帰ってきた使者から報告をうけたヤコブはどうしましたか。 

 

５．ヤコブは恐れと不安の中で、どんな祈りをしましたか（9～12 節）。 

 

６．ヤコブは神に祈った後、どうしましたか。それは何を示していますか。 

 

 

◎創世記３２：２２－３２を読みましょう 

７．ヤコブが一人だけ後に残って、「ある人と格闘した」とは何を表わしていますか。 

 

８．ヤコブ（押しのける）はこの格闘によってどのように変えられたのでしょう。 

 

９．ヤコブは「ペヌエル」（神の御顔）を通って、何を知りましたか。 

 

 

◎一緒に考えましょう 

①神はなぜヤコブのもとに神の陣営を（マハナイム）を送られたのでしょう。 

 

②ヤコブが神に祈ったり、自分の知恵に頼ったりするのを、神はどう見ておられたでしょう。 

 

③私たちは、神に古い自分を砕かれて、新しい自分にしていただいた経験がありますか。 

 

 

＊ 終わりに、今日の学びのタイトル（主題）を考えてみましょう 

「             」 


